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本研究の 目的 は, 父 親役割 - の 適応を促す看護援助を明ら か に する こ とで あり, 国内外 の 研究論文お よ び専門書 の 内容を

質的 に分析す る こ と に より,
父 親役割 へ の 適応 に 関する看護援助を抽出 した ｡ 医学 中央雑誌 ,

C I N A H L
,
M E D L I N E を利

用 した コ ン ピ ュ ー

タ
ー 検索 に より,

1 9 9 0 年以降の 文献を抽出し, 最 終的に 和文献16 , 英語 文献24 , 専門書 9 を分析対象と し

た ｡ 質的分析 の結 呆 父親役割 へ の 適応を促す看護援助 は, 妊娠 中 に行う援助と して は ,
1 ) ア タ ッ チ メ ン トの 促進 , 2 )

父親役割 へ の 準備,
3) 夫婦 間コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 促進,

4) 役 割調整 の た め の 夫婦間の 話 し合い 促進,
5) 胎児 ･ 乳 児

に つ い て の 情報提供 の 5 つ が 抽 出さ れ た ｡ 分娩時 に行う援助 は ,
父 親に な る 男性 - の サ ポ

ー

トと して まとめ られ , 妊婦 だ け

で なく, 父 親 にな る男性 にも焦点をお い た援助をす べ きで ある と い う こ と が 示され た｡ 出産後 に 行う援助 と して は ,
1 ) 育

児相談 ･ 教育, 2 ) 父 親間で の 感情 の 共有 ,
3 ) 夫療間 コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン の 促進 の 3 つ が抽 出さ れ た ｡
また 援助を行う時

期 に関係なく抽出され た
一

般的原理 は ,
1) 援助者 の 姿勢,

2 ) 物 理 的環境 の 調整,
3) 援助す る 際の 工 夫の 3 つ で あ っ た ｡

本研 究 に お い て 明 ら か と な っ た 父 親役割 へ の 適応を促す看護援助 は, 移 行期 の 父 親に ケ ア を提供す る看護実践者 に と っ

て
, 援助 の 指針と な るもの で あ る｡ ま た , 抽 出され た 看護援助 の 内容をさ ら に 検討あ る い は精錬 して い く こと は , 日本文化

を反映 した 新た な看護援助 の 指針を開発す る こ と に つ な が る と考える0

K E Y W O R D S : f a th e r
'

s r o l e , p a r e n th o o d , a dj u st m e n t,

n u rS l n g C a r e

I . は じめに

共働き家庭の増加や核家族化と い っ た社会的変化は
,

家庭内にお ける親役割を見直す契機を与える こ とと な

り
,
こ れま で殆 ど母親が 担 っ て きた育児に, 父親も関

わ る べ きと い う考え方が
,
日本で も

一

般的になり つ つ あ

る｡ こ の こ とは
,
育児をとりまく社会的支援や父親とな

る人々 の 動向の変化からも, 推察する こ とが で きる｡ 例

えば
,
親 になる準備教育と して の 母親学級は

,
両親学級

や 父親学級 へ と名称と対象 ･ 内容 を変えて きた｡ ま た ,

妊婦健診に夫が付き添 っ て くる こ と は珍しくなく な っ

て きており, 分娩時に夫が立ち会うこ とを許可する病産

院や立会 い分娩 を希望する男性も増加して きて い る ｡ 父

親は, 子 どもと の 遊びだけで なく, 休浴や オ ム ツ換え等

の世話にも関わりは じめ て い る｡ 看護研究で も, 周産期

の父親を対象者と して 扱うもの が増えて きて おり, 父親

が分娩や育児に関わる事の 効果などは, 徐 々 に明らかに

な っ てき て い ると言える
1) 2)

｡ しか しながら , 男性が父

親になる過程を手助けするため の , 効果的な看護援助を

明らかに して い る看護研究は , 日本にはまだな い の が実

状である｡ 父親に つ い て の 研究の 歴史が浅 い事を考慮す

れば ,
こ れ は当然の事かもしれ な い が , 現実には臨床の

看護職者が何らか の形で父親を援助して い ると考えられ

る し
,
記述的 レ ベ ル の研究論文の 中には

,
臨床実践 へ の

提言を行 っ て い るもの もある ｡ したが っ て
,
現段階で望

まし い と思 われ る看護援助を抽出するこ とには
,
そ れ な

りの 意味があると思われる ｡

本研究の 研究問題は, ｢ 父親役割 へ の 適応を促す看護

援助と はど の ようなもの か｣ である｡ なお
,
こ こ で い う

父親役割と は, ｢ 父親と し て の 価値観, 態度
,
行動を含

む文化的総体で あり , 父親と母親, お よ び子 どもを含む

家族シス テ ム 内の メ ン バ
ー

に 対する責任を伴うもの｣ と

定義 し
3)
, 父 親役割 へ の 適応と は, ｢ 父親 で あると い う

状況にお ける, そ の 人と環境との 相互作用 の結果 , そ の

人と父親であると いう状況が , 調和の ある満足す べ き関

係を保 っ て い る こ と｣ と定義する
4)
｡ 本研究により抽出

された看護援助の 内容 を, さ ら に検討ある い は精錬する

こと により新たな看護援助の 指針を開発 し, さ ら に研究

によ っ て そ の効果を検証して い く こ と で , 父親役割 へ の

適応を促す効果的な看護援助を明らか にする こと を, 長

期的な目的とする ｡

Ⅱ. 方 法

ある特定の看護援助の 効果を検証する方法と して は ,
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実験研究や準実験研究
5)
,
ある い は メ タ ア ナリ シ ス

6 )
等

があるが
,
父親役割 - の 適応を促す看護援助その もの が

開発途上 にある こと を考慮し
,
看護援助の 内容を

,
な る

べ く広く抽出で きるような方法をと っ た ｡

1 . デ
ー

タ収集方法

研究素材と なる デ
ー

タ は
,
父 親役割に関する研究論

文と
,
父親役割に詳し い と考えられる専門職者 (心理学

者や社会学者な ど) が書 い た専門書と した ｡ 関連する研

究論文を抽出するため には
,
コ ン ピ ュ ー

タ
ー

検索を行 っ

た
｡ 和文献の 検索 には医学中央雑誌を用 い

,
キ ー

ワ
ー

ド を ｢ 父親｣ ｢ 父性｣ と し て1 99 0 年 より2 00 2 年ま で 検索

した ｡ 英語文献 に関して は C I N A H L
,
M E D LI N E を用

い
,
キ ー

ワ
ー ドを rfa th e r & r ol eJ rf ath e rh o o dJ ｢p at e r n ity｣

と して1 99 0 年より2 0 02 年ま で検索 した ｡ 抽出された文献

に関して , 論文題目と要約の 内容を検討し
,
著者が関連

文献と判断したもの を収集した｡ 具体的には
,
移行期の

父親に つ い て 明らか に記述され て い て
,
父 親になる こと

や 父親と いう役割 - の 適応を支援 して い る内容が含まれ

て い る可 能性の あるもの を
,
関連文献と した ｡ ま た収集

した文献の 引用文献の 利用も行 っ た ｡ 最終的に分析の 対

象とな っ た の は , 和文献1 6 , 英語文献2 4 で あ っ た ｡ 専門

書に関して は . 著者が これまで収集
,
ある い は内容を検

討 して きた親役割関連書 9 冊 と した ｡

2 . 分析方法

収集 した文献の 全文を
,
著者が十分に理解す るま で

繰り返 し読み, 用語の 定義に照ら し合わせ
,
父親役割 -

の適応または親役割に関する看護援助が含まれると思わ

れ る箇所 (文節
.
部分

,
文章) を抽出した｡ 具体的な抽

出箇所は, 以 下 の 6 つ の 内容が記述された いずれかと し

た ｡

1 ) 介入研究 (実験研究 ･ 準実験研究) の 場合に は,

看護援助となる介入の 内容｡

2 ) 量的な相関研究 ･ 記述研究の 中で
,
看護援助が 1

変数と して とりあげられ て い る場合は
,
そ の 内容｡

従属変数か独立変数かは問わな い ｡

3 ) 量的な相関研究 ･ 記述研究の 中で
, 看護援助が 1

変数と して とりあげられ て は い な い が
,
研究結果に

基 づ い て , 考察な どの 中で具体的な看護援助が提言

され て い る場合は
,
そ の 内容 ｡ た だ し

,
研究結果に

基づ かな い もの は除外｡

4 ) 質的記述的研究の 中で 抽出さ れた看護援助の 内

容｡

5 ) 質的記述的研究の 結果と して抽出されたわけで は

な い が , 研究結果に基づ い て
,
考察な どの 中で具体

的な看護援助が提言され て い る場合は
,
その 内容 ｡
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6 ) 心理学者や社会学者な どの専門職者が書 い た研究

論文以外の 単行書な どの場合は , そ の 中 で勧められ

て い る援助の 内容｡

抽出した文節は , 意味内容の類似性によりさ らに抽象

度を上げて 分類され
, 命名された ｡

3 . 文献抽出に関する妥当性と限界

関連文献の 収集に偏りが あると , 結果的に関連する重

要なデ ー タを見逃して しまう ことになり , 現象の 理解を

制限して しまうこ とになる
7)
｡ し たが っ て

, 本研究で は

文献抽出に関する妥当性を確保するため , なる べ く多様

な方法を用 い て デ
ー タを収集 し, か つ デ

ー タ 収集方法に

関して 詳しく記述すると い う こ とを行 っ た
8 )

｡ しか しな

がら
, 時間的

･

経済的理由から修士論文や博士論文な ど

の 未発表論文は除外 した こ と, マ ニ ュ ア ル検索を行わな

か っ た こ と
, 専門書の 検索を行わなか っ た こ と , 関連文

献であると い う判断を著者 1 人で行 っ た こ とは , 研究結

果に限界を与えて い る こ とを考慮して い ただきた い ｡

Ⅲ . 結 果

分析対象と な っ た40 文献 のう ち, 2 文献が介入研究,

23 文献が量的な相関研究
･

記述研究, 1 5 文献が質的研究

と分類された ｡ こ の 中で ,
父親または親に対する看護援

助が抽出された の は1 8 文献 であ っ た｡ 専 門図書に関し て

は
,
親役割関連書 9 冊 の うち, 3 冊 か ら看護援助が抽出

された｡

父親役割 へ の適応を促す看護援助は, 援助を行う時期

別に
,
妊娠中の援助

, 分娩時の 援助, 出産後の援助の 3

つ に分類する事が で きた｡ また援助を行う時期に関係な

い 援助者の 姿勢などに関して は ,

一

般的原理 として まと

めた (秦) ｡

妊娠中に行う看護援助 は,
1 ) ア タ ッ チ メ ン ト の 促

進
,
2 ) 父親役割 - の 準備 ,

3 ) 夫婦間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 促進.
4 ) 役割調整の た め の 夫婦間の 話し合

い 促進 ,
5 ) 胎児

･

乳児 に つ い て の 情報提供の 5 つ に

分類で きた ｡ 父親の胎児に対するア タ ッ チ メ ン トの促進

方法と して は , 妊婦の腹部を触る, 胎児 の画像写真をみ

る
, 胎児心音をきく , 胎児に つ い て の想像をする, 胎児

へ の手紙を書く等の具体的方法が抽出されたが, こ れ ら

は全て 母親に対する看護援助を応用させ たもの で ある ｡

父親役割 へ の準備の 内容と して は, 父親役割に つ い て の

学習
･

準備, 父親になる こと に対する不安 へ の対処, ど

ア サポ ー ト ･

感情 の 共有 , 母乳栄養 へ の 準備, 出産 へ

の準備, 新生活 へ の 準備があげられ た｡ こ れ ら 1 ) 2 )

の 看護援助が 父親単独を対象と したもの で ある の に対

し
,
3 ) 4 ) は夫婦を対象と した看護援助であり, 夫婦



表 父親役割 へ の 適応を促す看護援助

妊娠中の援助

1 ) ア タ ッ チ メ ン トの促 進

･ 子 ど もイ メ
ー

ジ が 高ま る よう な事を行う
9)

･ 胎児 に つ い て想 像する : 出生の 日時 , 体重 , 性 別 , 髪の 色 , 髪の 量 , 目 の色 , 頭 の 形 , 誰似か等
1 0'

･ 妊府 の腹 部を触 る
10)

･ 胎児 の画像写真 をみ る
10)

･ 胎児心音 をきく
10)

･ 生ま れてく る子 どもに 対して 手紙を書く
1 0)

2 ) 父親役割 - の準備

父親役割 に つ い て の 学習 ･ 準備

･ 援助者 は , 父 親に 対して 役割の 変化 , 妻 に対 する 経済的
･

身体的サ ポ
ー

トを提供 する こと へ の 関心 , 夫婦 間で 情緒的サ ポ
ー トを与 えたり受け

取 る こ と を強調した 内容の 話をす る
11)

･ 妊娠 や子育 て に つ い て の 本を読む
11)

一

父 親役割
･

母親役 割に つ い て 想像す る :

･ 援助者 は 父親に対 して . 非常 に楽 しそう に 乳児を休浴 して る両親 の ビ デ オ ( 6 分間) を見せ て , 両親間で 役割調整 に 関して話 し合 っ て もらう｡

リ ラ ッ ク ス音 楽をかけながら行う｡ 育児 に 関する 両親相 互の 役割 . 乳児と
一

緒 に 楽しむ事 , 両親お互 い が助 け合う事 な どに関す る デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を行 う
12)

･ 父親 に な っ た時の 役割 に つ い て 考 える ｡ 現在 の 自分の 役割は ? 子 どもが生ま れたら変化する 役割 は ? 周 りからの 期待は ? 役割の 変化 に つ い て

どう思う か ? 配偶 者は どう思うか ?
10)

･ 様 々 な父額像 に つ い て 考える : 知り合 い の 父親 , テ レ ビ
.

映画
･

本 の登場 人物として の 父 親 に関 して 考 える ｡ 好きなと ころ . 嫌 い なと こ ろ は ?

自分 だ っ たらその 状況で どうす るか ? 父親 として 大切なの は ? 父親と してす べ きで ない ことは ?
10 '

･ 父子相互作 用を観察す る : 公園 などに行 っ て 父子 の 様子を観察 し考 える ｡ 父親 の育 児で 良か っ たと こ ろ は? 子 どもの 反応は ? 自分 だ っ たらそ

の状況 で どうする か ? 等
10)

･ 父親 へ のイ ンタ ビ ュ
ー

を行う : 実際 に父親 で ある 人にイ ン タ ビ ュ
ー

す る ｡ 父親 として
一

番好きなと こ ろ は ? 大 変なと ころ は ? 等
1 0)

父親 に なる こ と に対 する 不安 へ の 対処

･

援助者 は
,
父親役 割に 関す る不安 に つ い て , 前 も っ て 父親と話し合 っ て おく

1 3)

･ 援助者 は父親 に対 して . 妊娠中に ア ン ビ バ レ ン トな感情や 不安 , 緊張の 高まりな どを経験す る こと は よく ある こ とで あるとい う ことを , 前も っ

て説 明して おく
14)

･

援助者 は , 父親に なる こと に消極的で 制約感 の 強い 男性 の 心理状況を把握 し, 生ま れて くる 子 ども へ の 不安や心配 を軽 減し親に なる意識 を少

しで も高 め る事に 焦点をおく｡

*
` `

父親に な る心理的過程 (意識)
' '

: ｢ 制約感｣ ｢ 人間的成長
･

分身感｣ ｢生 まれ て く る子 どもの 心配
･

不 安｣ ｢ 父親 に なる 実感
･

心の 準備｣ ｢ 父

親 に なる 喜び｣ ｢ 父親 に なる自信｣ の 6 因子から構成さ れる
1 5)

ピアサ ポ
ー

ト
･

感情の 共有

･

出産前教 育ク ラ ス に お い て . 男女別 の グ ル
ー

プデ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行う｡ 互 い に知 り合い , 感情や 関心事 を分 かち合 い ,
ピア サポ

ー

トを促 進

し孤独 感 と戦える よう にす る ｡ 妊娠や 出産 , 育児 ,
セ ク シ ュ ア リ テ ィ に つ い て の 感情を話し合う

11)

母 乳栄養 へ の 準備

･

母乳栄養の 経験 の あ る父親 を m e n t o r と して 出産前教育ク ラ ス に 登場させ , 男性が経験 する で あ ろう 感情は 正常 なもの で ,
父子 関係 を長期 間

阻害する もの で は ない と い う こと を話 して もらう
16)

･

援助 者は , 母乳栄養に 対す る父親 の考 えや期 待 , 価値観 ,
ゴ ー ル などに つ い て , 父親と話し合 い , それらを受 け入れる

16 ノ

･

援助 者は , 空腹時の 児 の あや しかたや ビン噂乳の 仕方に 関す る説明 を行 う
1 6)

出産 へ の 準備

･

呼吸法や リ ラ クセ
ー シ ョ ン の練習 を行 う : 父親の コ

ー ビン グス キル を増 や し ,
ス トレス を軽減させ る

1 0) l l )

･

援助者は . 分娩時 に男性がと る役割 は様 々 で ある と い う こと を説 明す る ( コ
ー チ

,
チ ー ム メイ ト

, 傍観者)
17)

･

立会 い 分娩する際 に は , 援助者 は夫が とる役割に つ い て 説明 して おく
1 8)

･

立会 い 分娩す る場合 に は , 援助者 は前 も っ て その 時に 経験す る で あろう男性 の 感情 に つ い て 話 しておく
1 9)

･

援助者は , 父親が立会 い 分娩 の経験 の ある 男性との 話 し合 い の 機会 を持 つ こ とをすすめる
19)

･

援助者は 父親に 対 して , 分娩時 に女性 が経験 する不快な状況 に つ い て前 も っ て説 明して おく
19､

･

援助者は , 陣痛に 対す る女性 の 反応 の 変化
･

陣痛に よる 疲労
･

硬膜外麻酔 の影響 な どを男性に 前も っ て説 明す る こ とで , 男性は女性 の変化 に

対して 心の 準備が で き る ｡ こ の こと に よ り男性の 不安ヤ フ ラ ス トレ
ー シ ョ ン

, 無力 感を減らす ことが で き る
20)

新生活 - の 準備

･

各家庭に おける 生活資源 (お金 , 時 間 ,

エ ネル ギ
ー

, サポ
ー

ト) と価値観 (男女役 乱 親役割) に つ い て検討す る
21)

3 ) 夫婦間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 促進

･ 出産前教育 ク ラ ス で は , 夫婦 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に 重点をおく

1 3)

･

夫婦間で 感情を共有す る
22)
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4 ) 役割調整 の ため の 夫婦間の 話 し合 い 促進

･ 夫婦 で役割 に つ い て 話し合う
11)

･ 父親役割 ･ 母親役 割に つ い て 想像す る : 非常 に 楽しそう に乳児を休浴 して る両親 の ビデ オ ( 6 分間) を見せ て , 両親間 で役割 調整 に 関して 話

し合 っ て もらう ｡ リ ラ ッ クス 音楽をか けなが ら行 う｡ 育児 に関する両親相互の 役 割 , 乳 児と
一

緒 に 楽 しむ事
,
両親お互 い が助 け合う事 などに

関す る デ ィ ス カ ッ シ ョ ンを行う
Ⅰ2)

5 ) 胎児
･

乳児 に つ い て の 情報提供

･

乳児の 相互作 用能力 に つ い て の情 報提供 : 乳児 の相 互作 用と学習能力 に 関して
,

I
-

A m a zi n g N e w b o r n
--

と い う フ イ ル ム を見せ て 説明す る . 登場

す る乳児 は生後7日 以内｡ 乳児の 睡 眠と覚 醒の 状態
,
注意 九 周りから聞 こ える 声や 顔 - の 反応 , 視 覚的 な好み , 声 に対 する リ ズミ カル な運

動反応 などの 内容が 見せ られる ｡ 乳児 の驚き や複男軒性
, 相互作用 の能力 に つ い て の 話し合い がなされ る ｡ 親と して ｢ こ うす べ きで ある｣ と い っ

た内容の も の は
一

切 含まない
12)

･

生後 3 ケ月 間の乳児 の 未熱性 に つ い て の 話題提供｡ 肝機 能の 未熟 性が額回の 授乳 を必要とさせ る こ と , 神経学的な未熟性が乳児 の睡眠 ･ 覚醒

パ タ ー ンと 関与 して い る こ と
,
消化機能の 未熱性が母乳 や 人工 ミ ル クで の 栄養 を必要とさせ る こと , 刺 激を避ける事 で 乳児を苛立た せ ずに す

む こと などに つ い て説 明される ｡ 3 ケ月以降 の乳児 の変化 が話され
,
最初の 3 ケ 月 の育児の 大変 さは

一 生続くもの で は なく ,
この 限られた貴

重な 3 ケ 月 間を乳児 と
一

緒 に 楽しむと い う肯定的 な見方 が で きる ように 話され る
1 2)

分娩 時の援助

父親に なる 男性 - の サ ポ
ー

ト

･

援 助者は , 母親 だけで なく男性 に も焦点をお い たケ ア プラ ンを計 画す べ きで ある
1 9)

･

援 助者は , 立会 い 分娩時 の男性 の 関わり度
,

ス トレ ス レ ベ ル
,

ニ ー ズを額回に アセ ス メ ン トす る
1 9)

･

分 娩ナ
ー

ス は男性 にと っ て の役 割モ デ ル として , 女性をケ アす る
19)

･

援助 者は , 個 々 の 男性の ニ
ー ズを把 握した上で ( 男性の 疲労度や 空腹 度など) 女性の サポ ー トの 仕方 をア ドバ イ スす る

18-

･

援 助者は , 陣痛 に対す る女性 の 反応 の 変化 ･ 陣痛 によ る疲労
･ 硬膜外麻酔 の影響 な どを立会 い の 夫 に説 明する

20)

出産後の援助

1 ) 育児相 談 ･

教 育

･

援助者 は , 育児 に つ い て父親 に も教育する ｡ 児の キ ュ ー などに つ い て も話す
21)

2 ) 父親 間で の 感情の 共有

･

共働 きをして い る父親 同士話 し合う
21)

3 ) 夫婦 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン促進
22)

援助の 一

般的原理

1 ) 援助者 の姿 勢

･

男性 の 出産
･ 育児 へ の 関 わり の度合 い は様 々 で ある の で , 援助者 は個 々 の 関わりの レ ベ ル を尊重して サ ポ ー トす べ きで あ る

23'

･

女性 だけで なく ,
父 親 に なる男性も援助 の対 象者として み なす

1 9)

･ 理想 の父親像 があ るわけで はなく , 様 々 な父親 として の あり方があ る (傍観者
,
サポ

ー

タ ー

,

パ ー トナ ー

, 家長な ど) と い う こと を認識 した

上 で援助す る
24)

･

ナ
ー ス は 父親 に なる 男性の 心理的過程 を十分理解 した上で 教育す る

15)

2 ) 物理的環境 の調整

･

父親が子育 て に 関わ れる 物理的条件を整 える
25)

3 ) 援助す る際 の工 夫

･

出産準備教育 ク ラ ス - の 参加者 は限 られ るの で , 広く広告 する た め に 新聞や ラ ジ オ
,
職場や ヘ ル ス ク ラ ブ で のパ ン フ レ ッ トな どを利用する と

よ い
16)

間 で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を促進し
,
感情 の共有や役割

調整の話 し合 い をもたらすもの で あ っ た ｡ ま た
,
胎児

･

乳児に つ い て の情報提供で は
,
乳児の 驚く べ き相互作用

能力や未熟性に つ い て の 内容を強調して い たo

分娩時の 看護援助は
,
父親になる男性 へ の サ ポ

ー トと

して まとめ る こ とが で き
,
妊婦だけでなく父親になる男

性にも焦点をお い た看護援助が強調され て い た｡ 援助者

は
,
個 々 の 男性の 分娩 へ の 関わり度や ス ト レ ス レ ベ ル

,

ニ
ー ズ に つ い て ア セ ス メ ン トし

,
また援助者自身が男性

にと っ て の 役割モ デ ル と して存在す べ き であると い う辛

が述 べ られ て い た｡

出産後の 看護援助は
,
1 ) 育児相談 ･ 教育

t
2 ) 父親
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間 で の感情の共有, 3 ) 夫婦間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 促

進の 3 つ に分類するこ とが で きた ｡

援助 の 一

般的原理と して は, 1 ) 援助者の 姿勢, 2 )

物理的環境の 調整, 3 ) 援助する際の 工夫の 3 つ が抽出

された ｡ 援助者の 姿勢と して は, 女性だけでなく父親に

なる男性も援助の 対象者と して みなす こと , 理想の 父親

像が存在するわけで はなく様々 な父親と して の あり方が

あると い う ことを考慮するこ と, 父親になる男性の心理

的過程を十分理解して おくこ と等が あげられた ｡

表 に示 した 以外の 系統的な援助と し て ,
1 ) D i e m e r

の 出産前教育ク ラ ス
1 1)

,
2 ) B rァa n の 出産前教育ク テ

ス
1 2)

,
3 ) P r o m o ti n g, Fi r st R el ati o n s hip s

字6)
,･ 4 ) 親 業訓



練プ ロ グラ ム
2 7)

,
5 ) 父 子手帖

28)
の 5 つ が あげられ た ｡

1 ) 2 ) の ク ラ ス に含まれ る内容の
一

部分 は表で もと

りあげて い るが ,
い ずれもア メ リカ で 開発された父親に

焦点をお い た出産前教育ク ラス であり, 介入研究により

そ の 効果が検証され て い るもの で ある｡ P r o m o ti n g Fi r s t

R ela ti o n s bip s は ア メ リ カ の ワ シ
ン ト ン大学で 開発された

もの で , 早期 の ( 子どもの 出生か ら 3 歳まで) 親子間の

良好な相互作用 を促進する ことを目的と したプ ロ グラ ム

で あり, 面接技術 を含む援助内容とな っ て い る ｡ ア メ リ

カ で 開発されたと いう点で は親業訓練プ ロ グラ ム も同様

であるが ,
こ の プロ グラ ム は

,
日 本 で も親業訓練協会が

主体とな っ て教育を行 っ て い る｡ 親子 の相互作用に注目

した内容で , 子 どもに対する親の 関わり方と して ,
｢ 能

動的な聞き方｣ ｢ 私 メ ッ セ
ー ジ｣ ｢ 勝負な し法｣ の 3 つ を

強調 して い る ｡ 父子手帖は ,
援助プ ロ グラ ム と い うより

は 一

般者向けの 育児本であるが ,
父親に焦点をお い た内

容とな っ て い る ｡

Ⅳ . 考 察

父親役割 へ の 適応を促進する看護援助と し て 抽出さ

れた内容は, 意外にも多岐に渡るもの とな っ た が ,

■

介入

研究によりそ の 援助の 効果が検証され て い るもの は 2 研

究 の み で
1 1) 1 2)

,
い ず れもア メ リ カ人を対象と した研究

で あ っ た｡ こ れ は
,
看護研究その もの が日本よりもア メ

リカ で先進 して い る こ とを考えると, 当然 の事かもしれ

な い ｡ しか し
,
文化的な文脈が父親役割に与える影響を

考えるならば ,
日本人の 父親を対象と して , 表 に示した

ような看護援助を安易に適用す べ きで はな い だ ろう｡ そ

の
一

方で ,
日 本人を対象と した研究から父親 へ の援助を

抽出する こと は難しく, 介入研究が皆無であり, 臨床実

践 へ の 提言と し て述 べ られて い ると して も非常に抽象的

で
, 実践に応用 で きる レ ベ ル の 内容で はなか っ た こ とも

事実である｡ し た が っ て ,
日本 の 文化を反映した看護援

助を開発するためには
,
表に示した看護援助を参考に し

つ つ も
,
日本人の看護実践者や父親の 意見をとり い れ て

いく こ とが必要となるだろう｡

援助を行う時期に関して は, 妊娠前の もの も抽出予定

で あ っ たが
, 今回の 分析 で は抽出できず, 結果的に妊娠

中の援助に集中する こととな っ た ｡ その理由の 1 つ と し

て
,
本研究では関連文献であると いう判断を, 著者 1 人

で行 っ たと いう ことがあげられ るかも しれな い ｡ 文献収

集の段階で , 知らず知らずの うちに, 妊娠前の看護援助

が含まれる論文が除外され て い た可能性は否めな い ｡ た

だ
,
実際に看護職者が親と なる女性 (妊婦) や男性 に関

わりやす い 時期が妊娠中で あると いう ことを考えると ,

多くの 看護援助が こ の 時期 に存在すると いう こと は, 望

まし い と言える の かもしれな い ｡ しか し他方で , 育児が

現実に進行して い る の が出産後であると いう事実を考え

ると
,
出産後の援助に こそ力を入れ る べ きと考える こと

もで きる ｡ 妊娠中に提供された教育や練習 した対処方法

は
,
新 生活 へ の準備と して 必要であろうが ,

そ れ らは決

して現実の 育児生活と1 00 % 適合するもの で はな い ｡ ｢ 本

当に こ れ で い い の だ ろうか｣ と不安を抱え, ｢ こ ん なは

ず で はなか っ た｣ と期待通り に物事が運ばな い状況 に

悩む親は多 い の で は な い だろうか ｡ こ の ような意味に

お い て は , 分析 の 結果と して抽出された出産後の ｢ 育児

相談 ･ 教育｣ は , 妥当な看護援助と い える の かもしれな

い が, 全体と して の 出産後の援助に関して は, より
一

層

の 充実が望まれ ると こ ろ で ある ｡ ｢ 育児相談
･

教育｣ と

い う看護援助は, 新生 児訪問指導や乳幼児健康診査と

い う形で 公的サ
ー ビス と し て も提供され て い るが , 問

題がな い わけ で はな い ｡ サ
ー ビス を受ける側の親が どれ

だけ本音を い えるかと いう問題になると ,
そ の有効性に

疑問を投げかける者も い るだ ろう ｡ サ
ー ビス 提供の頻度

の少なさと ,
父親と の接触の しにくさも別の 問題と して

あげられよう ｡ 民間 の電話相談や育児サ
ー ク ル等を利用

して の ｢ 育児相談
･

教育｣ は, 問題意識を持 っ た父親に

は有効で あろうが ,
そうでな い場合には殆ど効果がな い

と いえる ｡ 育児不安や虐待, ある い は家庭内不和な どの

ような問題が発生する前に, 予防的に介入する事が重要

なの で あろうが ,
そ の ような援助と して 利用可能なもの

に
,
P r o m o ti n g Fi r s t R ela ti o n s hip s

2 6)
の プ ロ グ ラ ム が あげ

られた ｡ こ の プ ロ グ ラ ム では , 良好な養育者
一 子 ども関

係を築き, 育児を楽 し い もの にすると い う こ とをねら い

と して おり, 援助者が乳幼児の 養育者と じ っ くり関わる

中で , 養育者の育児に対する自信と能力を増加させ るた

め の 方法が教育される ｡ 多少荒 っ ぼ い 言 い 方をするなら

ば
, 理想的な育児を して い なくとも, と にかく親を褒め

る こと で ｢ 育児は楽し い もの｣ と 思わせ ,
自信を持 っ て

育児するこ とで, 良好な親子関係が築けると いう の であ

る｡ ど の ように こ の サ
ー ビス を提供するかと いう問題は

残るが , 少 なくとも援助の 内容その もの は十分に参考に

できると思われる ｡

今回の分析結果の 中で注目す べ き点と して ,
2 著聞の

関係性, 特 に親子関係と夫婦関係に焦点をおき, 健全な

関係性を築き, 維持で きるような援助が抽出されたと い

う こ とがあげられ る｡ 夫婦間で 感情を共有 したり
22 )

, そ

れ ぞれ の 親役割に つ い て 話 し合う こと
1 1) 12)
は

, お 互 い

の性役割 ･ 親役割に関する考えに つ い て の 理解 を促 し,

ま た役割負担感を分散させ る こ と にも つ なが ると 考え
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られ る｡ 親役割を獲得し適応する過程にお い て は
,
配偶

者か ら の サポ
ー

トが重要と なるため
2 9)

, 夫婦間の コ ミi

ニ ケ - シ ョ ン の促進に重点をお い た援助が効果的と なる

であ ろう｡ ま た
,
良好な親子関係を築き促進する ことが

重要であると いう ことは い うまで もな い ｡ しか し日本の

看護にお い て
t
こ れ らは決し て重視され て きた部分で は

な い とも い える ｡ お そ らくそ の 内容から考えて , 看護よ

りもむし ろ心理学の 分野にお い て主に専門的に扱われ て

きた内容で あ っ たため で はな い か と思 われる ｡ 心理的に

複雑で難 し い 問題を抱えた家族に臨床心理士が関わる こ

と は, 重要か つ 尤もな こと であ ろうが
, 表面上なん ら問

題 を抱えて い な い よう にみえる家族に対 して は
, 接触の

機会が非常に少な い の で はな い だ ろうか ｡ そ の 点 者護

職者は健康な家族に直接接する機会が最も得られやす い

立場に い ると考えられ
,
こ の こ と はすなわち予防的な介

入援助を容易に提供できる ことをも意味する ｡ したが っ

て
, 従来 の ように

,
どの ような内容の ものを教育するか

と い う内容量視で はなく
,
関係性重視の看護援助を積極

的に考えて い くと いう方向に進ん でも い い の で はな い だ

ろ うか ｡

Ⅴ . 結 語

父 親にな る過程にお ける男性を対象と した看護研究

が増加して い ると は い っ て もまだそ の 数は少なく
,
し た

が っ て今回 の 分析で は
,
父親役割 へ の 適応を促す効果的

な看護援助を抽出するこ とは で きなか っ た ｡ しか し父親

役割 へ の 適応を促すと期待される看護援助の 内容は明ら

か とな っ たと考えられ る｡ 日本人を対象と した引用文献

が少な い と いう こと を考慮し
,
今後新たに父親に対する

看護援助を開発する場合には
,
本研究の結果を参考に し

つ つ も, 日本 の 文化 を反映させ たもの になるよう工夫す

る必要があろう｡
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